
日時：令和３年 10 月 21 日（木）17：00～ 

場所：三田市役所本庁舎３階 303 会議室Ａ 

 

第５次三田市農業基本計画策定懇話会 第２回分科会Ｃ 次第 

 

１ 開会 

 

 

 

 

２ 協議事項 

(1) 第４次農業基本計画の取り組みの振り返りについて 

 

 

 

(2) 意見交換 

 

 

 

(3) まとめ 

 

 

 

３ 閉会 

 

 

 

（配布資料） 

資料１ 懇話会・分科会の進め方について 

資料２ 第４次三田市農業基本計画の成果指標 

資料３ 第４次三田市農業基本計画の取り組みについて（当日配布） 

第 1 回分科会 C の会議録（当日配布） 

 

 

 

 

 

 



 



懇話会・分科会の進め方について 

 

第５次三田市農業基本計画の策定を進めるにあたり、次の流れにより、委員の皆さまに

はご協議いただきます。 

 

１ 第１回懇話会（８月 30 日開催） 

(1) 座長、副座長の選任 

(2) 懇話会の役割とスケジュールの確認 

(3) 第４次三田市農業基本計画の振り返りについて 

 

２ 第１回分科会Ａ・Ｂ・Ｃ（９月 16 日、22 日開催） 

(1) 第４次三田市農業基本計画の振り返りについて 

(2) 意見交換 

 

３ 第２回分科会Ａ・Ｂ・Ｃ（10 月 18 日、21 日、22 日開催） 

(1) 第４次三田市農業基本計画の取り組みの振り返りについて 

・前回と今回の協議をふまえ、第４次計画の各戦略の項目（「三田ブランドの強化」

「農産物の高付加価値化」「三田牛の競争力強化」「新たな需要の創出」「三田産農

畜産物の魅力発信」「地産地消活動の推進」「市民等による農業の支援」など。資料

３を参照）ごとに、分科会としてのご意見を伺います。 

 

４ 第２回懇話会（11 月開催予定） 

(1) 分科会Ａ・Ｂ・Ｃにおける議論について 

・第２回分科会でいただいたご意見を、懇話会全体で共有します。 

(2) 農業・農産物に関するアンケート調査結果について（速報） 

(3) その他 

 

５ 第３回分科会Ａ・Ｂ・Ｃ（11 月開催予定） 

・これまでの分科会や懇話会での協議をふまえ、第５次計画で取り組むことについて

ご意見を伺います。 

 

６ 第３回懇話会（12 月開催予定） 

(1) 各分科会のまとめ 

・分科会のご意見を、懇話会全体で共有します。 

(2) 第５次三田市農業基本計画（素案）について 

※ 第４回懇話会の開催は、第３回の開催状況により検討いたします。 

 

資料１ 



 



第
4
次
三
田
市
農
業
基
本
計
画
の
成
果
指
標

戦
略

成
果
指
標

目
標
値
の
考
え
方

基
準
値

(
H
2
7
)

H
2
9

H
3
0

R
元

R
2

目
標
値

(
R
3
)

達
成
率

(
R
2
/
R
3
)

備
考

戦
略
1

認
定

農
業

者
お

よ
び

認
定

新
規

就
農

者
数

基
準

年
度

比
で

2
割

増
加

を
目
標
と
す
る
。

6
2
人

7
6
人

8
0
人

8
5
人

8
8
人

7
5
人

1
1
7
%
H
2
9
:
認
定
農
業
者
6
3
＋
新
規
就
農
者
1
3

H
3
0
:
認
定
農
業
者
6
4
＋
新
規
就
農
者
1
6

R
1
:
認
定
農
業
者
6
9
＋
新
規
就
農
者
1
6

R
2
:
認
定
農
業
者
7
1
＋
新
規
就
農
者
1
7

戦
略
1

1
経
営
体
当
た
り
の

経
営
耕
地
面
積

農
林
業
セ
ン
サ
ス
の
過
去

1
0
年

間
の

増
加

率
か

ら
1

割
増
加
を
目
標
と
す
る
。

1
1
,
9
0
0
㎡

1
1
,
9
0
0
㎡

1
1
,
9
0
0
㎡

1
1
,
9
0
0
㎡

1
3
,
3
0
0
㎡

1
3
,
0
0
0
㎡

1
0
2
%
2
0
2
0
年
農
林
業
セ
ン
サ
ス
で
達
成
率
を
評
価

戦
略
2

エ
コ

フ
ァ

ー
マ

ー
率

年
間

6
人

程
度

の
増

加
を

目
標
と
す
る
。

1
0
.
9
1
%

7
.
3
9
%

7
.
2
0
%

7
.
7
0
%

7
.
5
7
%

1
3
.
0
0
%

5
8
%
環
境
保
全
型
農
業
直
接
支
払
交
付
金
の
交
付
要
件
は
エ
コ
フ
ァ
ー

マ
ー
認
定
か
ら
G
A
P
の
取
組
に
変
更

戦
略
2

開
発

さ
れ

た
農

畜
産
加
工
品
の
数

年
2
件

程
度

の
開

発
を

目
標
と
す
る
。

3
件

6
件

9
件

1
5
件

1
7
件

1
0
件
(
累
計
)

1
7
0
%
H
2
9
:
湊
川
短
大
1
件

H
3
0
:
J
A
3
件

R
1
:
J
A
6
件

R
2
:
J
A
2
件

戦
略
2

肥
育
頭
数
(
県
内
産

但
馬
牛
)

平
成

2
2
年

度
の

頭
数

(
1
,
5
1
8
頭

)
ま

で
の

増
加

を
目
標
と
す
る
。

1
,
3
4
1
頭

1
,
4
1
8
頭

1
,
5
9
7
頭

1
,
7
2
1
頭

1
,
8
0
7
頭

1
,
5
0
0
頭

1
2
0
%

戦
略
3

地
場

産
レ

ス
ト

ラ
ン
年
間
来
客
数

概
ね
1
0
0
人
/
日
以
上
の
来

客
を
目
標
と
す
る
。

―
―

ー
ー

ー
4
万
人

戦
略
3

体
験
型
観
光
者
数

基
準

年
度

比
で

3
割

増
加

を
目
標
と
す
る
。

1
0
1
千
人

9
1
千
人

9
9
千
人

9
1
千
人

9
1
千
人

1
3
0
千
人

7
0
%

戦
略
3

市
外

で
の

直
売

活
動
等
の
延
べ
件
数

1
0
件

/
年

の
直

売
活

動
を

目
標
と
す
る
。

5
件

2
5
件

3
5
件

4
3
件

5
0
件

5
0
件
(
累
計
)

1
0
0
%
H
2
9
:
市
外
1
3
件

(
大
阪
、
神
戸
、
尼
崎
、
鳥
羽
、
川
西
等
)

H
3
0
:
市
外
1
0
件
(
大
阪
、
神
戸
、
伊
丹
)

R
1
:
市
外
8
件
(
大
阪
、
神
戸
)

R
2
:
市
外
7
件
（
東
京
、
神
戸
）

戦
略
4

飲
食

店
・

企
業

等
で

の
三

田
産

の
利

用
数

2
～

3
店

舗
/
年

の
増

加
を

目
標
と
す
る

5
6
店
舗

7
1
店
舗

7
2
店
舗

7
9
店
舗

7
9
店
舗

7
0
店
舗

1
1
3
%
H
2
9
:
1
5
件
登
録

H
3
0
:
1
件
登
録

R
1
:
7
件
登
録

R
2
:
0
件
登
録

戦
略
4

パ
ス

カ
ル

さ
ん

だ
で

の
地

場
農

産
物

販
売
高

基
準
年
度
比
で
1
5
％
の
増

加
を
目
標
と
す
る
。

6
.
1
億
円

5
.
6
億
円

5
.
1
億
円

5
.
4
億
円

6
.
0
億
円

7
.
0
億
円

8
6
%

戦
略
4

学
校

給
食

で
の

地
場
野
菜
使
用
率

基
準

年
度

比
で

2
割

増
加

を
目
標
と
す
る
。

2
8
.
5
7
%

3
4
.
6
2
%

3
1
.
4
0
%

3
1
.
4
0
%

3
1
.
9
0
%

3
5
.
0
0
%

9
1
%
全
野
菜
の
使
用
品
目
に
占
め
る
地
場
野
菜
の
使
用
率
で
算
出

R
2
:
1
5
品
目
/
4
7
品
目
中

戦
略
5

集
落

営
農

組
織

化
集
落
数

年
間

1
集

落
の

営
農

組
織

の
設
立
を
目
標
と
す
る
。

2
0
集
落

2
5
集
落

2
5
集
落

2
6
集
落

2
6
集
落

2
5
集
落

1
0
4
%

戦
略
5

鳥
獣

害
の

農
作

物
被
害
額

基
準
年
比
で
2
5
％
の
削
減

を
目
標
と
す
る
。

1
3
,
1
7
8
千
円

1
3
,
1
4
2
千
円

1
9
,
9
9
0
千
円

1
0
,
1
2
1
千
円

8
,
7
2
0
千
円

1
0
,
0
0
0
千
円

8
7
%

資
料
２



 



第
４

次
三

田
市

農
業

基
本

計
画

に
基

づ
く

取
り

組
み

に
つ

い
て

戦
略

項
目

施
策

の
方

向
性

取
組

名
取

り
組

み
の

概
要

実
績

値
(
※

累
計

:
H
2
9
～

R
2
)

主
な

成
果

と
課

題

戦
略

2
-
1
⑴

三
田

ブ
ラ

ン
ド

の
強

化
1
)
産

地
づ

く
り

の
推

進
①

特
産

物
生

産
拡

大
補

助
事

業
(
農

産
物

の
ブ

ラ
ン

ド
力

強
化

・
消

費
拡

大
事

業
)

・
黒

大
豆

枝
豆

等
の

産
地

づ
く

り
を

推
進

す
る

な
ど

、
特

産
物

の
生

産
拡

大
や

P
R
等

を
支

援
し

ま
し

た
。

① ・
黒

大
豆

枝
豆

の
作

付
け

面
積

　
H
2
9
：

1
8
.
1
h
a
 
→

R
2
：

2
8
.
4
h
a

⑵
農

産
物

の
高

付
加

価
値

化
1
)
6
次

産
業

化
の

推
進

①
創

業
支

援
事

業
・

「
三

田
市

創
業

支
援

事
業

計
画

」
に

基
づ

き
、

多
様

な
支

援
機

関
と

連
携

し
、

創
業

支
援

体
制

の
充

実
を

図
る

こ
と

で
、

市
内

で
の

起
業

・
創

業
の

促
進

を
図

り
ま

し
た

。

② ・
創

業
支

援
を

受
け

て
起

業
し

た
件

数
　

H
2
9
～

R
2
の

累
積

：
6
3
件

（
内

、
農

業
関

連
2
件

）

②
新

た
な

食
づ

く
り

支
援

・
加

工
食

品
開

発
や

料
理

メ
ニ

ュ
ー

の
開

発
を

支
援

す
る

県
・

国
事

業
の

情
報

提
供

や
専

門
家

に
よ

る
農

業
経

営
者

サ
ポ

ー
ト

事
業

等
を

活
用

し
た

6
次

産
業

化
の

取
組

み
支

援
や

異
業

種
連

携
を

推
進

し
ま

し
た

。

③ ・
J
A
が

開
発

し
た

三
田

の
特

産
品

を
使

っ
た

商
品

開
発

（
2
6

件
）

　
R
2
:
と

ん
か

つ
ソ

ー
ス

、
ノ

ン
オ

イ
ル

味
噌

ド
レ

ッ
シ

ン
グ

　
　

 
も

ち
米

ア
イ

ス
、

山
の

芋
ペ

ー
ス

ト
、

ポ
ン

菓
子

2
)
大

学
等

と
の

連
携

①
三

田
産

農
畜

産
物

魅
力

発
信

事
業

(
農

産
物

の
ブ

ラ
ン

ド
力

強
化

・
消

費
拡

大
事

業
)

・
湊

川
短

期
大

学
が

も
つ

技
術

や
学

生
目

線
の

商
品

開
発

等
を

支
援

す
る

こ
と

で
、

特
産

物
等

(
母

子
茶

、
ヤ

マ
フ

ク
モ

チ
他

)
の

魅
力

発
信

に
取

り
組

み
ま

し
た

(
成

分
分

析
、

P
R
、

商
品

開
発

等
)
。

④ ・
取

り
組

み
品

目
　

H
2
9
～

R
0
1
：

母
子

茶
　

R
0
2
～

：
ヤ

マ
フ

ク
モ

チ

戦
略

2
-
2
⑴

三
田

牛
の

競
争

力
強

化
1
)
三

田
牛

増
頭

支
援

の
拡

充
①

三
田

牛
出

荷
奨

励
事

業
・

三
田

牛
(
三

田
肉

)
の

高
品

質
規

格
「

廻
(
か

い
)
」

の
出

荷
拡

大
を

図
り

、
三

田
牛

の
増

頭
と

ブ
ラ

ン
ド

力
の

強
化

を
進

め
ま

し
た

。

⑤ ・
三

田
牛

出
荷

頭
数

　
H
2
9
～

R
2
：

廻
（

か
い

）
6
9
7
頭

（
累

計
）

・
黒

毛
和

種
肥

育
頭

数
（

県
内

）
　

H
2
9
（

1
,
3
8
2
頭

）
→

R
2
（

1
,
8
0
7
頭

）
　

　
　

　
 
　

そ
の

他
2
3
3
頭

（
累

計
）

2
)
三

田
肉

の
ブ

ラ
ン

ド
力

向
上

①
畜

産
振

興
事

業
・

繁
殖

経
営

に
関

す
る

支
援

を
行

い
、

三
田

牛
の

生
産

力
向

上
と

畜
産

経
営

の
安

定
化

に
取

り
組

む
と

と
も

に
、

三
田

牛
の

P
R

等
に

関
す

る
取

組
の

支
援

を
拡

充
し

、
三

田
牛

の
ブ

ラ
ン

ド
力

向
上

と
消

費
拡

大
を

推
進

し
ま

し
た

。

⑥ 肉
用

子
牛

の
生

産
拡

大
令

和
２

年
度

に
畜

産
ク

ラ
ス

タ
ー

協
議

会
を

設
置

。
市

は
Ｊ

Ａ
と

共
同

事
務

局
と

し
て

協
議

会
を

支
援

。

【
成

果
】

①
水

稲
に

代
わ

る
作

物
と

し
て

黒
大

豆
枝

豆
を

推
奨

す
る

こ
と

で
、

黒
大

豆
枝

豆
の

作
付

面
積

が
増

え
た

。
②

セ
ミ

ナ
ー

や
相

談
事

業
等

の
実

施
を

通
じ

、
毎

年
、

一
定

の
起

業
・

創
業

を
生

み
出

し
て

お
り

、
市

内
で

の
起

業
・

創
業

の
促

進
に

つ
な

が
っ

て
い

る
。

③
三

田
の

特
産

品
を

使
っ

た
商

品
開

発
（

2
6
件

）
J
A
が

三
田

産
ヤ

マ
フ

ク
モ

チ
を

使
用

し
た

ア
イ

ス
や

ポ
ン

菓
子

な
ど

を
開

発
す

る
な

ど
積

極
的

に
商

品
開

発
（

R
2
）

を
行

っ
た

。
④

湊
川

短
期

大
学

の
持

つ
技

術
や

学
生

目
線

で
の

商
品

開
発

に
よ

り
、

学
生

と
和

菓
子

店
と

共
同

し
て

、
三

田
の

特
産

品
で

あ
る

母
子

茶
を

使
っ

た
商

品
が

開
発

さ
れ

、
今

も
ど

ら
や

き
な

ど
が

店
頭

販
売

さ
れ

て
い

る
。

【
課

題
】

①
近

隣
市

の
ブ

ラ
ン

ド
品

種
に

比
べ

る
と

収
量

が
少

な
く

、
品

種
を

組
み

合
わ

せ
た

リ
レ

ー
出

荷
に

よ
る

特
産

化
を

推
進

す
る

こ
と

が
課

題
で

あ
る

。
②

イ
ン

キ
ュ

ベ
ー

シ
ョ

ン
施

設
（

三
田

市
商

工
会

館
内

）
で

の
セ

ミ
ナ

ー
開

催
な

ど
を

通
じ

て
施

設
の

拠
点

機
能

を
よ

り
高

め
な

が
ら

、
創

業
支

援
体

制
の

更
な

る
充

実
を

図
る

必
要

が
あ

る
。

③
市

民
へ

の
新

商
品

の
知

名
度

に
つ

い
て

、
更

な
る

P
R
が

課
題

で
あ

る
。

④
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

の
影

響
に

よ
り

、
学

生
と

接
点

を
持

つ
こ

と
が

難
し

く
な

っ
て

い
る

こ
と

が
課

題
で

あ
る

。

【
成

果
】

⑤
地

域
ぐ

る
み

で
高

収
益

の
畜

産
を

推
進

す
る

三
田

市
畜

産
ク

ラ
ス

タ
ー

協
議

会
を

令
和

2
年

1
2
月

に
設

立
さ

せ
、

三
田

牛
の

出
荷

奨
励

の
増

額
な

ど
、

増
頭

に
向

け
て

積
極

的
に

取
り

組
ん

だ
こ

と
で

、
県

内
産

但
馬

牛
の

頭
数

が
5
0
0
頭

の
増

頭
と

な
っ

た
。

⑥
共

進
会

等
に

三
田

肉
を

出
品

し
た

事
業

者
や

三
田

肉
を

出
荷

す
る

畜
産

農
家

に
対

し
奨

励
を

行
っ

た
。

ふ
る

さ
と

納
税

の
返

礼
品

等
で

積
極

的
に

三
田

肉
を

P
R
し

た
。

【
課

題
】

⑤
価

格
が

よ
り

有
利

と
な

る
神

戸
牛

へ
の

出
荷

を
生

産
者

が
選

択
し

て
い

る
た

め
、

市
内

黒
毛

和
種

の
飼

養
頭

数
は

増
加

し
て

い
る

が
、

三
田

牛
と

し
て

の
出

荷
増

に
つ

な
が

っ
て

い
な

い
。

⑥
価

格
が

よ
り

有
利

と
な

る
神

戸
牛

へ
の

出
荷

を
生

産
者

が
選

択
し

て
い

る
た

め
、

三
田

牛
の

出
荷

頭
数

の
増

加
に

つ
な

が
っ

て
い

な
い

こ
と

が
課

題
で

あ
る

。

資
料

３



戦
略

項
目

施
策

の
方

向
性

取
組

名
取

り
組

み
の

概
要

実
績

値
(
※

累
計

:
H
2
9
～

R
2
)

主
な

成
果

と
課

題

戦
略

3
⑴

新
た

な
需

要
の

創
出

1
)
農

業
を

活
か

し
た

観
光

資
源

づ
く

り

①
「

美
食

の
ま

ち
三

田
」

推
進

事
業

・
「

三
田

市
公

共
施

設
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
推

進
に

向
け

た
基

本
方

針
」

に
基

づ
き

地
場

産
レ

ス
ト

ラ
ン

に
転

用
す

る
2
施

設
の

う
ち

、
旧

青
野

ダ
ム

記
念

館
は

、
民

間
事

業
者

に
よ

り
「

地
産

地
消

カ
フ

ェ
×

ア
ウ

ト
ド

ア
」

の
お

店
と

し
て

R
3
年

4
月

に
オ

ー
プ

ン
し

ま
し

た
。

・
淡

路
風

の
丘

の
利

活
用

に
つ

い
て

は
、

R
3
年

度
、

地
場

産
レ

ス
ト

ラ
ン

と
し

て
再

公
募

を
行

い
ま

す
。

⑦ ・
K
P
I
（

年
間

来
訪

者
数

4
0
,
0
0
0
人

）
の

達
成

状
況

は
未

定
。

（
令

和
3
年

度
オ

ー
プ

ン
の

た
め

。
年

度
末

に
判

明
予

定
）

②
三

田
市

総
合

案
内

所
運

営
事

業
ツ

ー
リ

ズ
ム

情
報

発
信

事
業

・
総

合
案

内
所

で
の

P
R
の

ほ
か

、
観

光
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
や

H
P
、

動
画

な
ど

様
々

な
媒

体
を

用
い

た
情

報
発

信
を

推
進

し
ま

し
た

。
・

観
光

協
会

が
実

施
す

る
イ

ベ
ン

ト
等

を
通

じ
て

誘
客

を
促

進
し

ま
し

た
。

⑧ ・
総

合
案

内
所

利
用

状
況

(
来

所
・

電
話

)
H
2
9
 
1
1
,
6
3
9
 
/
 
H
3
0
 
1
1
,
1
3
0
 
/
 
R
1
 
1
2
,
1
9
4
 
/
 
R
2
 
6
,
4
4
6

2
)
販

路
開

拓
の

推
進

①
マ

ル
シ

ェ
事

業
・

阪
神

間
等

で
の

J
A
・

生
産

者
と

連
携

し
た

マ
ル

シ
ェ

出
店

に
取

り
組

む
と

と
も

に
、

市
内

で
い

ち
ご

等
の

農
産

物
P
R
を

実
施

し
ま

し
た

。

⑨ 開
催

実
績

（
H
2
9
～

R
2
:
4
9
回

）
令

和
2
年

：
県

外
5
回

（
東

京
都

）
　

　
　

　
 
県

内
:
3
回

（
神

戸
2
回

、
市

内
1
回

）

②
三

田
産

農
畜

産
物

普
及

事
業

・
東

京
や

名
古

屋
な

ど
大

都
市

圏
で

三
田

産
農

畜
産

物
を

P
R
す

る
た

め
、

H
3
0
年

度
は

三
田

牛
の

メ
ニ

ュ
ー

化
等

を
行

う
県

外
飲

食
店

に
対

し
て

三
田

牛
仕

入
れ

経
費

の
1
/
2
以

内
を

補
助

し
ま

し
た

。
・

R
1
年

度
に

事
業

を
見

直
し

、
以

降
は

、
畜

産
振

興
事

業
等

の
中

で
三

田
牛

の
P
R
を

推
進

し
て

い
ま

す
。

⑩

⑵
三

田
産

農
畜

産
物

の
魅

力
発

信
1
)
三

田
ブ

ラ
ン

ド
の

P
R

①
ふ

る
さ

と
納

税
・

ふ
る

さ
と

納
税

寄
附

者
へ

三
田

肉
を

始
め

地
域

産
品

を
返

礼
す

る
こ

と
で

P
R
を

行
い

ま
し

た
。

⑪ 寄
附

実
績

H
2
9
 
9
,
1
2
1
件

 
1
8
4
,
7
4
0
千

円
 
/
 
H
3
0
 
3
,
5
6
2
件

 
8
5
,
7
6
7
千

円
R
1
 
3
,
2
2
7
件

 
7
7
,
5
3
7
千

円
 
/
 
R
2
 
5
,
2
6
5
件

 
1
2
9
,
9
0
7
千

円

②
三

田
産

ロ
ゴ

マ
ー

ク
普

及
事

業
・

三
田

産
の

認
知

度
向

上
・

消
費

拡
大

を
図

る
た

め
、

オ
リ

ジ
ナ

ル
ロ

ゴ
を

作
成

し
、

農
産

物
や

加
工

品
等

の
パ

ッ
ケ

ー
ジ

に
ロ

ゴ
マ

ー
ク

を
使

用
す

る
場

合
、

そ
の

印
刷

費
等

の
経

費
を

一
部

補
助

し
、

普
及

啓
発

に
取

り
組

み
ま

し
た

。

⑫ 三
田

産
ロ

ゴ
マ

ー
ク

認
定

品
(
7
9
件

)
Ｊ

Ａ
：

（
メ

ロ
ン

、
黒

大
豆

枝
豆

、
焼

き
菓

子
、

フ
リ

ー
ズ

ド
ラ

イ
加

工
品

（
ス

ー
プ

、
雑

炊
、

カ
レ

ー
）

、
山

の
芋

、
ピ

ー
マ

ン
、

ト
マ

ト
、

ほ
う

れ
ん

草
、

小
松

菜
、

極
ぶ

と
く

ん
）

農
業

者
直

売
品

：
（

米
、

野
菜

、
蜂

蜜
等

）
、

純
米

酒

③
三

田
米

配
布

事
業

・
転

入
者

に
対

し
て

お
米

を
配

布
し

、
三

田
米

の
P
R
と

地
産

地
消

を
促

進
し

ま
し

た
。

⑬ 配
布

件
数

H
2
9
～

R
2
：

2
,
6
1
3
件

【
成

果
】

⑦
市

内
外

か
ら

多
く

の
方

が
訪

れ
て

お
り

、
地

元
食

材
を

活
用

し
た

メ
ニ

ュ
ー

が
提

供
さ

れ
、

農
産

物
消

費
拡

大
に

寄
与

し
て

い
る

。
⑧

総
合

案
内

所
で

の
P
R
の

ほ
か

、
観

光
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
や

H
P
、

動
画

を
用

い
た

情
報

発
信

、
観

光
協

会
実

施
の

イ
ベ

ン
ト

等
を

通
じ

た
観

光
振

興
を

図
っ

た
。

⑨
阪

神
間

等
で

の
J
A
・

生
産

者
と

連
携

し
た

マ
ル

シ
ェ

出
店

に
取

り
組

む
と

と
も

に
、

市
内

の
観

光
い

ち
ご

を
紹

介
す

る
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
を

作
成

す
る

な
ど

、
い

ち
ご

等
の

農
産

物
の

P
R
を

実
施

し
た

。
⑪

ふ
る

さ
と

納
税

寄
附

者
へ

三
田

肉
を

始
め

地
域

産
品

を
返

礼
す

る
こ

と
で

P
R
を

行
い

、
令

和
元

年
度

か
ら

令
和

２
年

度
に

か
け

て
寄

附
額

が
増

加
し

た
。

⑫
三

田
ブ

ラ
ン

ド
の

P
R
を

図
る

た
め

、
J
A
等

が
販

売
す

る
農

産
物

や
加

工
品

等
の

パ
ッ

ケ
ー

ジ
に

ロ
ゴ

マ
ー

ク
を

使
用

す
る

場
合

の
経

費
を

支
援

し
、

普
及

啓
発

を
行

っ
た

。
⑬

三
田

米
の

お
い

し
さ

を
知

っ
て

も
ら

い
消

費
拡

大
に

推
進

し
た

。

【
課

題
】

⑦
千

丈
寺

湖
周

辺
エ

リ
ア

の
活

性
化

に
向

け
て

、
観

光
・

農
業

等
の

関
連

施
策

が
連

携
し

た
取

組
に

つ
い

て
検

討
し

て
い

く
こ

と
が

課
題

で
あ

る
。

⑧
オ

ン
ラ

イ
ン

な
ど

の
手

法
を

活
用

し
、

旅
の

シ
ー

ン
(
旅

マ
エ

、
旅

ナ
カ

、
旅

ア
ト

)
に

応
じ

た
情

報
発

信
を

強
化

し
て

い
く

こ
と

が
課

題
で

あ
る

。
ま

た
、

「
食

・
体

験
・

交
流

」
す

る
観

光
コ

ン
テ

ン
ツ

づ
く

り
が

必
要

で
あ

り
、

R
3
年

度
よ

り
試

行
ス

タ
ー

ト
し

た
「

さ
ん

だ
の

ま
ち

を
遊

ぶ
博

覧
会

」
を

さ
ら

に
拡

充
し

て
い

く
。

⑨
消

費
者

に
三

田
ブ

ラ
ン

ド
を

P
R
す

る
た

め
に

は
、

継
続

的
に

マ
ル

シ
ェ

出
店

、
販

路
拡

大
が

課
題

で
あ

る
。

⑪
三

田
市

の
返

礼
品

の
知

名
度

向
上

の
た

め
、

さ
ら

な
る

P
R
を

行
う

こ
と

が
課

題
で

あ
る

。
⑫

三
田

産
ロ

ゴ
マ

ー
ク

浸
透

の
た

め
の

、
更

な
る

普
及

啓
発

が
課

題
で

あ
る

。
⑬

三
田

米
の

知
名

度
向

上
の

た
め

、
さ

ら
な

る
P
R
を

行
う

こ
と

が
課

題
で

あ
る

。



戦
略

項
目

施
策

の
方

向
性

取
組

名
取

り
組

み
の

概
要

実
績

値
(
※

累
計

:
H
2
9
～

R
2
)

主
な

成
果

と
課

題

戦
略

4
⑴

地
産

地
消

活
動

の
推

進
1
)
地

場
産

品
の

購
入

機
会

づ
く

り
①

観
光

協
会

事
業

補
助

召
し

ま
せ

三
田

観
光

物
産

コ
ー

ナ
ー

運
営

事
業

・
観

光
協

会
が

実
施

す
る

イ
ベ

ン
ト

や
、

パ
ス

カ
ル

さ
ん

だ
内

に
設

置
す

る
観

光
物

産
コ

ー
ナ

ー
を

活
用

し
、

特
産

品
の

P
R
を

行
う

と
と

も
に

購
入

の
機

会
を

設
け

ま
し

た
。

⑭ ・
召

し
ま

せ
三

田
観

光
物

産
コ

ー
ナ

ー
案

内
件

数
H
2
9

1
1
,
0
0
2
件

/
H
3
0

9
,
6
7
3
件

/
R
1

9
,
1
7
5
件

/
R
2

9
,
0
7
1
件

・
「

さ
ん

だ
秋

の
観

光
と

味
覚

ま
つ

り
」

(
R
2
は

「
秋

の
味

覚
ミ

ニ
ツ

ア
ー

」
)

H
2
9

1
1
,
0
0
0
人

/
H
3
0

9
,
0
0
0
人

/
R
1

1
0
,
0
0
0
人

/
R
2

5
3

組
1
3
6
人

②
さ

ん
だ

地
産

地
消

認
定

応
援

店
制

度
・

地
産

地
消

認
定

応
援

店
を

P
R
す

る
販

促
品

(
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
)

な
ど

を
作

成
し

、
応

援
店

の
普

及
啓

発
を

図
る

。
三

田
産

を
使

用
し

て
い

る
飲

食
店

等
に

対
し

て
応

援
店

登
録

の
働

き
か

け
ま

し
た

。

⑮ ・
さ

ん
だ

地
産

地
消

認
定

応
援

店
　

H
2
7
：

5
6
店

舗
 
→

 
R
2
：

7
9
店

舗

⑷
市

民
等

に
よ

る
農

業
の

支
援

1
)
都

市
農

村
交

流
の

推
進

①
市

民
農

園
整

備
事

業
・

広
報

誌
や

市
H
P
の

活
用

に
よ

り
市

民
農

園
の

利
用

を
募

集
し

ま
し

た
。

　
※

R
2
年

度
末

利
用

率
 
1
0
0
％

（
4
1
区

画
利

用
/
4
1
区

画
中

）

⑯ ・
市

民
農

園
利

用
率

　
H
2
9
年

度
末

利
用

率
7
5
.
6
%
（

3
1
区

画
利

用
/
4
1
区

画
中

）
　

H
3
0
年

度
末

利
用

率
7
5
.
6
%
（

3
1
区

画
利

用
/
4
1
区

画
中

）
　

R
元

年
度

末
利

用
率

8
5
.
4
%
（

3
5
区

画
利

用
/
4
1
区

画
中

）
　

R
2
年

度
末

利
用

率
1
0
0
%
（

4
1
区

画
利

用
/
4
1
区

画
中

）

②
ふ

れ
あ

い
農

園
事

業
・

J
A
が

事
業

主
体

と
な

り
活

動
し

て
い

る
「

ふ
れ

あ
い

農
園

事
業

(
さ

つ
ま

い
も

植
付

・
収

穫
体

験
)
」

を
通

じ
て

、
児

童
・

園
児

を
対

象
と

し
た

食
農

教
育

の
実

践
を

図
り

ま
し

た
。

⑰ ・
さ

つ
ま

い
も

植
付

・
収

穫
体

験
　

H
2
9
～

R
2
：

2
9
校

園
3
,
3
6
5
人

（
累

計
）

③
さ

ん
だ

農
業

ま
つ

り
・

農
業

を
通

じ
て

市
民

相
互

の
連

帯
と

協
調

の
和

を
広

め
、

生
産

者
と

消
費

者
の

交
流

の
場

と
し

て
農

業
ま

つ
り

を
開

催
し

ま
し

た
。

※
R
2
年

度
は

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
ィ

ル
ス

感
染

症
の

影
響

に
よ

り
、

事
業

の
趣

旨
に

沿
っ

た
内

容
を

、
時

期
・

場
所

・
規

模
等

を
分

散
し

て
実

施
し

ま
し

た
。

⑱ ・
さ

ん
だ

農
業

ま
つ

り
来

場
者

数
（

出
店

数
）

　
H
2
9
：

2
3
,
0
0
0
人

（
2
9
店

）
　

H
3
0
：

2
3
,
0
0
0
人

（
2
9
店

）
　

R
1
：

1
4
,
0
0
0
人

（
3
1
店

）
　

R
2
：

3
,
6
0
0
人

（
1
2
店

）

④
三

田
市

地
域

お
こ

し
協

力
隊

・
市

外
か

ら
地

域
お

こ
し

協
力

隊
員

を
募

集
し

、
市

内
居

住
の

も
と

、
地

域
産

業
の

振
興

、
地

域
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
の

活
動

な
ど

に
従

事
し

て
も

ら
い

、
地

域
力

の
維

持
・

強
化

に
取

り
組

み
ま

し
た

。
・

隊
員

の
任

期
終

了
に

伴
い

、
事

業
を

終
了

し
ま

し
た

。

⑲ ・
R
元

年
度

で
終

了
隊

員
　

隊
員

１
(
H
2
9
.
1
～

R
0
2
.
3
：

2
年

2
か

月
)

　
隊

員
２

(
H
2
9
.
4
～

R
0
1
.
7
：

2
年

4
か

月
)

⑤
都

市
近

郊
農

業
支

援
事

業
・

都
市

近
郊

農
業

の
振

興
と

生
活

環
境

の
調

和
の

た
め

、
除

草
作

業
に

要
す

る
農

業
者

の
労

力
軽

減
を

目
的

と
し

て
、

除
草

シ
ー

ト
の

設
置

・
除

草
機

の
導

入
を

支
援

し
ま

し
た

。

⑳ ・
除

草
ネ

ッ
ト

設
置

助
成

事
業

（
R
2
:
１

件
）

・
O
n
e
 
D
a
y
 
農

 
T
r
i
p
（

１
日

体
験

）
　

実
施

２
回

、
中

止
６

回
（

コ
ロ

ナ
の

影
響

に
よ

る
）

【
成

果
】

⑭
観

光
協

会
の

イ
ベ

ン
ト

や
、

パ
ス

カ
ル

さ
ん

だ
内

に
設

置
す

る
観

光
物

産
コ

ー
ナ

ー
を

活
用

し
た

こ
と

で
、

特
産

品
の

P
R
を

行
い

、
購

入
の

機
会

を
創

出
し

た
。

⑮
三

田
産

を
使

用
し

て
い

る
飲

食
店

等
に

対
し

て
応

援
店

登
録

の
働

き
か

け
を

行
い

、
登

録
店

が
増

加
し

た
。

⑯
広

報
誌

や
市

H
P
の

活
用

に
よ

り
R
2
年

度
末

の
市

民
農

園
利

用
率

が
1
0
0
％

と
な

っ
て

い
る

。
⑰

サ
ツ

マ
イ

モ
の

植
え

付
け

・
収

穫
体

験
を

実
施

す
る

こ
と

で
、

子
ど

も
達

が
農

業
体

験
と

地
域

と
の

交
流

を
通

じ
て

農
業

へ
の

理
解

を
深

め
る

食
育

教
育

に
取

り
組

む
。

⑱
さ

ん
だ

農
業

ま
つ

り
な

ど
の

消
費

者
と

農
業

者
の

交
流

イ
ベ

ン
ト

(
O
n
e
 
D
a
y
 
農

 
T
r
i
p
等

）
を

実
施

し
た

ほ
か

、
ふ

れ
あ

い
農

園
で

の
児

童
・

園
児

(
H
2
8
年

度
か

ら
R
2
年

度
の

間
で

、
延

べ
3
6
校

4
,
2
0
7
人

)
の

収
穫

体
験

を
支

援
し

た
。

ま
た

、
市

営
市

民
農

園
が

好
評

で
あ

り
、

R
2
年

度
末

の
利

用
率

は
1
0
0
％

と
な

っ
て

い
る

。
⑲

地
域

の
活

性
化

、
地

域
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
の

強
化

及
び

地
域

産
業

の
振

興
を

目
的

と
し

て
、

市
外

の
人

材
を

積
極

的
に

招
致

し
、

地
域

の
資

源
や

特
性

を
活

か
し

た
地

域
活

動
を

行
う

こ
と

に
よ

り
、

そ
の

定
住

・
定

着
を

図
り

、
も

っ
て

地
域

力
よ

る
と

こ
ろ

が
大

き
い

。
⑳

 
農

業
に

伴
う

野
外

焼
却

通
報

件
数

は
平

成
3
0
年

度
の

2
0
3
件

か
ら

令
和

2
年

度
は

3
1
件

と
激

減
し

て
お

り
、

再
度

の
制

度
周

知
と

と
も

に
事

業
の

あ
り

方
に

つ
い

て
も

検
討

を
要

す
る

段
階

に
き

て
い

る
。

【
課

題
】

⑭
三

田
の

特
産

品
の

知
名

度
向

上
の

た
め

、
さ

ら
な

る
P
R
や

、
購

入
場

所
を

増
や

す
な

ど
の

購
入

の
機

会
を

広
げ

て
い

く
こ

と
が

課
題

で
あ

る
。

⑮
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

の
感

染
拡

大
に

よ
り

、
飲

食
店

が
打

撃
を

受
け

た
こ

と
で

、
野

菜
等

を
納

入
す

る
農

業
者

も
影

響
を

受
け

て
い

る
こ

と
が

課
題

で
あ

る
。

⑯
転

勤
等

の
理

由
に

よ
り

市
民

農
園

の
利

用
が

中
止

と
な

る
。

空
区

画
を

利
用

し
て

も
ら

う
こ

と
が

課
題

で
あ

る
。

⑰ ⑱
農

村
集

落
と

連
携

し
た

活
動

を
希

望
す

る
企

業
な

ど
の

発
掘

が
進

ん
で

い
な

い
こ

と
が

課
題

で
あ

る
。

⑲
協

力
隊

に
よ

る
地

域
の

た
め

の
活

動
を

積
極

的
に

行
い

、
地

域
住

民
と

一
緒

に
地

域
活

性
化

・
地

域
力

の
強

化
に

取
り

組
む

。
事

業
の

目
的

(
地

域
の

活
性

化
)
、

隊
員

の
位

置
づ

け
等

の
関

係
上

、
事

業
の

成
果

は
隊

員
個

人
の

資
質

・
意

欲
に

よ
る

と
こ

ろ
が

大
き

い
。

⑳
高

齢
化

や
担

い
手

不
足

の
中

で
草

刈
り

作
業

の
負

担
軽

減
は

大
き

な
課

題
で

あ
り

労
務

負
担

軽
減

に
寄

与
す

る
と

と
も

に
、

住
宅

近
接

地
域

に
お

け
る

野
外

焼
却

減
少

に
よ

り
良

好
な

住
環

境
確

保
に

も
寄

与
す

る
。


